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会議録 

名称 

 

令和２年度第３回 情報公開・個人情報保護審議会 

 

日時 

 

令和２年１０月５日（月）午後２時から午後４時まで 

 

会場 

 

目黒区総合庁舎本館１階Ｅ会議室 

 

出席者 

 

（委員）浅田、植野、岡田、前田、宮内、森田、河野、川原、橋本、斉藤、かいでん、

深山、荘島、塩月、上田、中野、橋爪 

 

（区側）企画経営部長、広報課長、情報課長、生活衛生課長、学校ＩＣＴ課長、教育

指導課長 

 

傍聴者 

 

なし 

 

配付資料 

 

＜事前配付資料＞諮問事項の資料 

＜席上配付資料＞前回答申文 

        諮問文 

        座席表、審議会委員名簿（第１６期） 

 

会議次第 

 

１ 会長あいさつ 

 

２ 諮問事項 

（１）全庁イントラネットシステムのサーバ更改に伴う一部機能のクラウド化によ

る個人情報の取扱いについて 

（２）スズメバチの巣の調査・駆除業務の外部委託に伴う個人情報の取扱いについ

て 

（３）カラスの巣の撤去等及び落下カラスの捕獲業務の外部委託に伴う個人情報の

取扱いについて 

（４）目黒区ＧＩＧＡスクール構想実現システム導入に伴うパブリッククラウドサ

ービスの利用に係る個人情報の取扱いについて 

 

３ その他 
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発言の記録 

 

      別紙のとおり 
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＜令和２年度第３回審議会発言記録＞ 

１ 会長あいさつ 

 

会長  ただいまより、令和２年度第３回目黒区情報公開・個人情報保護審議会を開催いたします。 

 本日の審議会は、前回に引き続きまして、新型コロナウイルス感染症対策といたしまして、

マスクを着用して行います。また、区側の説明者は入れ替え制といたします。 

 会議時間、１６時までということでご案内をしております。また、こういう広めで換気が

できる会議室が限られているものでございますから、この会議室はこの後も別の会議体で使

用することが既に決まっております。使用できる会議室が限られておりますことから、会議

の進行にご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。質問は、審議会の趣旨に沿

って、簡潔に、要領よくお願いいたします。区側にも言えることですので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 傍聴は、本日はいらっしゃいますでしょうか。 

 

区側  いらっしゃいません。 

 

会長  傍聴については、いらっしゃらないということでございます。 

 それでは、議事に入る前に、事務局から出席状況等について確認をお願いいたします。 

 

区側  それでは、事務局から、出席状況につきましてご報告いたします。 

 当審議会の委員ですが、２０名となっておりますので、定足数は過半数の１１名となりま

す。本日の出席人数ですが、１７名となっておりますので、定足数の１１名を満たしており

ます。 

 前回もお伝えしましたとおり、目黒区では、５月１日から１０月３１日まで、夏季におけ

る軽装化を実施しております。原則として、上着やネクタイを着用しておりませんので、ご

理解とご協力をお願いいたします。 

 なお、１０月１日付で人事異動がありましたので、お知らせいたします。 

  

会長  次に、事務局から配付資料の確認をお願いいたします。 

 

区側  資料ですが、事前にお送りした資料は、審議会資料１から４となっております。 

 それと、本日、席上に配付いたしました資料ですが、審議会資料５として令和２年度第２

回の答申文でございます。 

 審議会資料６として、本日の諮問文でございます。 

 最後に、座席表と名簿でございます。 

 不足等がございましたら、お知らせください。大丈夫でしょうか。 

 

会長  審議に先立ちまして、事務局から話があるということですので、お願いいたします。 

 

区側  それでは、冒頭、お時間をいただきまして、目黒区におけます個人情報の漏えい事故につ

いて、概要をご報告いたします。資料はございません。 

 令和２年９月９日、１０日の新聞等で、ＤＶ被害等を受けたとされる目黒区に居住実績の

ない女性の住所を、加害者とされる男性に区が情報を漏らしたといった報道がございました。 

 この事故ですが、昨年９月に、目黒区税務課から男性に対して送付した文書が原因で起こ
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った事故でございます。当時ですが、男性と女性は居所を別にしておりました。ただ、男性

の確定申告の書類に不備がありましたために、区がその男性に送った確認文書、この中に女

性の現住所等が記載されていたものでございます。 

 区といたしましては、この事故につきまして、公表することによって被害者へ危険が及ぶ

可能性があること、また、被害者との協議が継続していること、これらのことから慎重に対

応すべきと判断しまして、結論が出た時点で公表については判断するとしたものでございま

す。このたび、目黒区議会第３回定例会の一般質問におきまして、本件についてのご質問が

あったことから、新聞等での報道となったものでございます。 

 区としましては、今回のこの事故を受けまして、被扶養者を照会する作業手順を見直し、

また、住所などの情報を出さないようにシステムを変更するほか、職員研修など再発の防止

策を取っております。 

 本件につきましては、一定の結論が出た段階で、正式に本審議会にご報告をさせていただ

きます。ただ、今回、マスコミ報道が先行したことから、本日、簡単ではございますが、概

略について報告するものでございます。 

 今後は、このような個人情報の漏えい事故を起こさないように、再発防止策を徹底してま

いります。大変申し訳ございませんでした。 

 

会長  ありがとうございました。 

 前回に引き続き、このような不祥事の報告があったというのは非常に遺憾でございますが、

区に居住実態のない方の問題ということもあって、システム改修等にすぐ踏み切ったという

ことです。今後、区側から説明があったように、研修をよく実施していただいて、こういう

ことのないように、ぜひ注意をしていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

２ 諮問事項 

（１）全庁イントラネットシステムのサーバ更改に伴う一部機能のクラウド化による個人情報の取扱

いについて 

 

会長  それでは、次第に沿って議事を進めてまいります。 

 ２時間という限られた時間の中で、なるべく多くのご意見をいただきたいと思いますので、

先ほども申し上げましたが、審議事項につきまして、明瞭かつ簡潔にご発言をお願いいたし

ます。区側の説明にも言えることでございますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、次第の１、諮問事項（１）全庁イントラネットシステムのサーバ更改に伴う一

部機能のクラウド化による個人情報の取扱いについて、区から説明をお願いいたします。 

 

区側 （資料により説明）（約１９分） 

 

会長  ありがとうございました。 

 ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問ございましたら、お願いいたします。 

 

委員  あまり詳しくないので素人質問かもしれないんですが、個人というか、ＩＤ・パスワード

を付与した形でログインするということなんですけれども、接続する機器は登録なり、限定

されるのかというところが１点。 

 もう１点は、ログオフ時にはデスクトップ上にデータを保管できなくて削除されるという

ことなんですけれども、例えば、悪用する人がいるかどうかは別ですけれども、スクリーン
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ショットのような機能を使った場合に、データを残すことができるような懸念はないのか。 

 その２点だけ教えてください。 

 

区側  では、まず１点目でございますが、接続する端末は完全に限定する形で、これとこれしか

扱えないという状態でございます。 

 次に、２点目でございますけれども、確かにスクリーンショットという機能を使えばでき

てしまうというような懸念はございますけれども、そもそもスクリーンショットをさせない

ような設定にして、端末のほうでコントロールすることも可能でございますので、クラウド

化を進めるにあたってそういった形でセキュリティを確保してまいりたいと考えてございま

す。 

 

委員  ありがとうございます。 

 

会長  いかがですか。 

 

委員  ちょっと確認なんですけれども、ファイルサーバのクラウド化についてなんですけれども、

１－１の下から２行目「個人専用の領域を用意し、デスクトップへのデータ保管は禁止する

運用」となっていますけれども、ファイルサーバに関しましては、クラウド化していかない

と、大量の情報とか、災害の件に関してはそういう選択だというのは分かります。ただ、フ

ァイルサーバを全部クラウド化してしまうと、作業効率的に、やはりクラウドから全部引っ

張ってこなきゃいけないということで、結構、作業的な部分に遅れというか、ちょっと効率

が低下するというような形が結構、言われているんですけれども、日頃、使うものに関して、

個人専用の領域はそのまま置いておいて、あまり使わないものに関してはクラウドにという

ような理解でよろしいのでしょうか。 

 

区側  データの保管の方法でございますけれども、データを保管する場合は、全部ファイルサー

バに入れてください、余計なところには入れないでくださいと。そもそも、最終的には、デ

ータも決まったところに保存できないようにするというのがこちらの目標でございまして、

作業効率についてのご懸念でございますが、こちらについては要するに通信回線の速度の問

題かと思います。現状、役所で使っているデータというのは、あまり動画とか、その他の音

楽とか、重たいデータはございません。ワードとか、エクセルとか、比較的軽いデータが中

心でございます。また、そういったところでも作業効率が落ちないように、通信回線につい

ては十分な速度、容量を準備しまして、その上で職員になるべく負荷がかからないように実

施してまいりたいというふうに考えてございます。 

 

委員  私からは、２点、伺いたいんですけれども、まず１点目として、通信回線等を変更した後

であれば、リモート拠点でＬＴＥで接続して、画面が転送されて、そこから作業する形にな

っているということですけれども、現在から令和３年度に導入するまでのテレワークに関し

ては問題ないのかどうか少し気になったので、こちら１点目、お願いします。 

 もう一点なんですが、他の委員からスクリーンショットで悪用されないかというお話でし

たけれども、私もちょっと素人で分からなかった部分として、何ていいますか、ファイアウ

オールを突破されるとか、そういう形で画像を第三者の人が見てしまう可能性というのはど

ういうふうに排除しているのか、ちょっと伺えればと思います。 

 以上、２点、お願いします。 
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区側  それでは、まず１点目でございますけれども、現状、テレワークに関しましても、ほとん

ど今年度から急遽、導入したということがございまして、なかなか課題は多かったかなと認

識してございます。特に、個人情報については、現状では基本的に持ち出さないでください

と、原則としては持ち出さないということでやっております。その他につきましても、情報

につきましては、あらゆる情報を逐次、所属長、我々課長の許可を得るという形で運用して

おりまして、そうすると、そもそもやはり業務で必要なデータはほぼ持ち出せないというと

ころが、これまでの状況としてはございました。 

 これにつきましては、ちょっとまだ全員に配れるというわけではありませんけれども、こ

のたび導入いたします災害対策用のモバイル端末におきましては、今回、こちらでご説明し

ているものとはまた別の機能になりますけれども、同様の仮想化技術を、今回はクラウドサ

ーバ上に仮想化環境を設定するという状況でございますけれども、現状、庁内のサーバで仮

想化環境をつくるというような仕組みを導入しておりまして、これからそちらの中で運用す

ることにおいては、十分なセキュリティを確保した上で、内部の情報システムに接続できる

と理解しております。 

 また、スクリーンショット以外に、例えばファイアウオールを突破された場合でございま

すけれども、まず、そもそもファイアウオールを突破されるようなアクセスが行えないよう

に仮想化環境というものを設定しております。ずっと通信がつながっているわけではなくて、

一旦、画面という形を介することによって、例えばですけども、手術室でロボットを操作し

て手術するようなイメージを考えていただきたいんですけれども、その場合、生のウイルス

は手術室のロボットを通じてこちらに入ってくることはないということと同じようなイメー

ジでして、見ながら操作しているけれども、データ自体が流通しているわけではないという

仕組みを構築してまいります。 

 また、万々が一のことを想定しまして、これで全部、鉄壁であるという想定ではなくて、

こちらの想定外の場合もあり得ますので、それに関しては、例えば一旦突破されたとしても、

管理の権限とかを適正に管理することによりまして、必要以上のデータが見られないように

するとか、そういう２次的な防御策。また、ちょっとデータセンターのほうで申し上げまし

たけれども、侵入検知防止システム等により、不正なアクセスからサービスを保護するとい

うふうに、中で実際に不正な操作をしている者はいないかどうかということも必ず感知する。

そういった仮想的な防御をすることによって、セキュリティ対策を実施してまいりたいと考

えてございます。 

 

委員  ３つほどお願いしたいんですけれども、１つは先ほどからも出ているんですけれども、テ

レワークをするにあたって、多分、テレワークはリモート専用のパソコンを使うと思うんで

すけれども、それにはハードディスクは入っていないという認識。もしくは、今後、庁舎で

クラウド化されると、先ほどのご説明ですと、全てデータがハードディスクに収められない。

考えられるのは、ハードディスクがないパソコンを使われるのかなと思うんですけれども、

ということは、現在、使われているパソコンというのは、多分、ハードディスクつきのパソ

コンだと思います。そうすると、全てのパソコンがハードディスクレスのパソコンに替わる

のかという質問と。 

 それと、多分、テレワークが結構、民間の企業でもテレワークが進んでいると思うんです

けれども、このシステムをやっていくと、テレワークの、何ていうんですか、パーセンテー

ジ、大体このくらいの割合で多分テレワークが行われるだろうなというような、もしそうい

う予定があるんだったらちょっとお聞かせいただきたいということと。 



 - 7 - 

 先ほどの質問ともちょっと関連するんですけれど、もし現在のＰＣを排除した場合、メモ

リだとか、ＣＤだとかにいろいろなデータが入っているかと思うんですけれども、今回の場

合はクラウド化によってファイルサーバが造られるわけですから、多分、今後、庁内には基

本的に個人情報は持たないというような形になると思うんです。そういう場合、廃棄計画だ

とか、それについてはどのような形になるんでしょうかというのが２番目。 

 あと、資料１－３にあります委託業務の中の運用保守の部分ですけれども。中身がちょっ

とよく分からないんですけれども、個人データを扱う運用保守が入るのかどうか、この辺り

がちょっと見えなかったものですから、単純にＰＣ回りだとか、サーバ関係の運用保守だけ

で、その運用保守の業者は個人情報には接続できないような決まりとかつくられているかど

うか、その辺について伺います。 

 以上です。 

 

区側  それでは、順次、お答えいたします。 

 初めに、１点目のテレワークを進めるための端末の環境整備でございますけれども、私ど

もとしても、最終的には端末の方にはデータは一切保存できない、いわゆるシンクライアン

トと呼ばれる端末を導入することを予定しております。ただし、過渡的な状況においては、

どうしてもハードディスクなり、ほかのものなり、記憶媒体があるものを導入せざるを得な

いところもあろうかと考えております。そこで、外部の端末には内部の情報を保存できない

仕組みとして、仮想デスクトップ環境を導入するものでございます。 

 また、パーセンテージでございますけれども、なかなか数字の落とし方は難しゅうござい

ますけれども、今回、導入した端末は約１５０台でございまして、来年度に予算がつけばで

すけれども、整理できるとしたら約５０台を想定しておりまして、おおむね２００台という

数になります。目黒区の常勤職員２,０００人おりますので、仮に全員、全部の端末を稼働さ

せれば、常勤職員に対して１０％程度という数でございますけれども、これはあくまで理論

値でございまして、実際にできるかどうかについては規程の整備など別途の対応も必要です

ので、なかなか具体的な数字をお出しすることは難しいところでございます。 

 次、２点目、メモリやＣＤなどの廃棄の計画でございますけれども、これは廃棄した時点

でやることにはなりますけれども、その中でも総務省のほうで情報セキュリティ対策のガイ

ドラインというものをつくっておりまして、それがこの夏に改訂されると言われていたんで

すけれども、我々もまだ改訂内容を最終的には把握していないところでございます。そうい

ったものも参考にしながら、その時点で確実にデータが復元不可能な状態で消去、または破

棄される処分を取ってまいりたいと考えてございます。 

 最後に、運用保守でございますが、おっしゃるとおり、通常で運用保守の事業者が個別の

個人情報にアクセスするということはございません。ただし、個人情報を含むファイルが破

損してしまったとか、そういうところでやむを得ずデータを参照する場合もございますので、

そういったところで個人情報を取り扱うことがあり得る、という形で契約してまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

  

委員  分かりました。 

 

会長  皆さん、よろしいでしょうか。 

 

委員 １点確認だけ。構築、運用する事業者はプロポーザルで決めるということですが、資料１－

３にあります委託業務のほうは、また外部事業者に委託を予定しているということで、２段
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階で考えていらっしゃるとのことですが、特命を予定している。プロポーザルの中に一体化

するということではなくて、プロポーザルで決まった業者さんを特命で選んでいくと。特命

とすることで個人情報の管理を徹底しようということでしょうか。 

 

区側  プロポーザルに関しましては、構築だけではなくて、運用のほうでも、当然、費用がかか

ってまいりますので、その中で選定することになります。実質的には、構築するときのセキ

ュリティ体制と、運用するときのセキュリティ体制、一体的にこの事業者で問題ないかとい

うことを審査していくことになろうかというふうに考えてございます。 

 

会長  よろしいでしょうか。 

 それでは、採決に移ります。賛成の方、挙手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

 

会長  反対の方、挙手をお願いいたします。 

 事務局のほうで確認をお願いいたします。 

 

区側  賛成１６名、反対０名です。 

 

会長  それでは、全員の方に挙手をいただいたということで、本件諮問については承認とさせて

いただきます。ありがとうございました。 

 

（２）スズメバチの巣の調査・駆除業務の外部委託に伴う個人情報の取扱いについて 

 

会長  続きまして、諮問事項（２）スズメバチの巣の調査・駆除業務の外部委託に伴う個人情報

の取扱いについて、区から説明をお願いいたします。 

 

区側 （資料により説明）（約５分） 

 

会長  ありがとうございました。 

 ただいまのご説明につきまして、ご質問、ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

 

委員  これ、委託先は１社ということでいいんでしょうか。例えば、複数、駆除業者がいて、何

社かあるということでしょうか。その確認と、あと、いわゆる区民ないし区外にお住まいの、

区内に住宅、家屋を所有している依頼者から調査を受けて、事業者に対して区からはファッ

クスで送るんですけれども、事業者から区に報告は郵送もしくは持参ということなんですが、

持参、郵送にした理由というのは、やはり個人情報の保護という関係でやっているんでしょ

うか。 

 以上、２点、お願いします。 

 

区側  まず１点目、委託業者の数でございますけれども、これは委託するとすれば１社に限定を

させていただくということです。 

 それから、２点目の郵送または持参ということでございますけれども、これは実際に業務

を、今まで他の業務でもやっている実績等で、このやり方がこういった委託業務にはなじん

でいるのではないかという判断をさせていただいて、こういう形を取ってございます。当然、



 - 9 - 

個人情報をできれば安全な形で受渡しをしたいという考え方も当然持ってございます 

委員  別紙４の個人情報の保護に関する特記仕様書ということですけれども、基本事項におきま

して個人情報の漏えいとか、このような形が書かれていますけれども、書いてあるからとい

って、必ずそれが適切に個人情報が保護されているのか。扱い方に関して、それは区として

は業者がちゃんとやっていると思っていたとしても、そのやり方だとまずいということに関

して、その詳細についてはチェックをされるのでしょうか。 

 

区側  まず、内容につきましては、これはあくまでも特記仕様書でございますので、委託する際

には仕様書を別途設ける予定でございます。その中に、細かな内容を盛り込む予定です。そ

の盛り込んだ細かな内容については、特記仕様書の第１５条になりますけれども、こちらの

２項に、必要があるときは乙の管理する施設に立ち入るということございますので、こうい

った文言を使って実際に見る。実際の手続といたしましては、当然、委託業務の契約が済ん

だ段階で、最初の段階で、一度、事務所等には立入りをさせていただいて、仕様書に書かれ

ている個人情報の取扱いが適正にできる状態なのか。保管場所も含め、管理者も含め、ちゃ

んとできているかどうかという確認をする予定で考えてございます。 

 

委員  このご趣旨に関しては、全然、問題はないと思うんですが、何となくですね、今の国の流

れからすると、ファックスでやり取りをして、それで報告書を受けるというのが何かしっく

りこないという感じがしますので、将来的にこうしたところは、当然のことながらデータで

やり取りをする形にされたほうがいいかなというふうに思って、そういうおつもりがあるか

どうかということを伺いたいと思います。例えば、ファックスの番号が間違って行ったとい

うことがあると、それこそ取り返しがつかないということもあるかと思いますので、そうし

た懸念からお尋ねしたいと思います。 

 

区側  いろいろご心配をいただきまして、ありがとうございます。 

 当然、ファックスでやり取りする場合には、まず、番号の登録というものを複数名で確認

しながら、テストでファックスを流して、ちゃんと届くかどうかという確認をさせていただ

いてから実施をしたいと考えてございます。 

 それから、今後のデータの展開でございます。システムを使うのかということなんですけ

れども、今回、個人情報として取り扱うのがお名前と住所と電話番号と限られたもので、駆

除が済んでしまうと、そのデータはほぼほぼ使い道が限られてくるというか、ほとんど活用

がないということなので、その辺をしっかりと処分するということで、不要なものはなるべ

く早く処分してしまうという考えがございます。ただし、今後、展開する中で、きめ細かな

駆除のやり方が必要になってくる、その中でデータの処理が必要になってくるという状況が

生じた場合には、当然、システム処理というのは今後考えていきたい。あくまでも今年度、

開始をして、もうほぼほぼスズメバチの巣のシーズンを過ぎましたので、今年度経験した経

験値から、当初はファックスで十分に対応できるという判断をしたということでございます。 

 

会長  よろしいでしょうか。 

 

委員  まず、こういう省けるものの効率化というのは私も大賛成です。その上で、２点お伺いし

たいんですが、まず１点目、ご依頼者から電話でご相談を受けた時にスズメバチの巣ではな

いかとなったと。そのときに、今後、業者さんにお名前と住所と電話番号をお伝えしてもよ

ろしいですかと、もう直接やり取りさせていただきたいんですがみたいな、そういうことを
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電話口でお伝えするようなお考えがあるかどうか、それをまず１点、お伺いしたい。 

 もう一つは、スズメバチか、スズメバチでないかを、取りあえず電話でできる限り確定し

たいというお話でした。ですので、現地を見に行くことは基本的にその段階ではしないわけ

ですよね。業者さんが直接行ってみて、そこでスズメバチの巣だと分かったら除去するとい

うことになると思います。ですので、もし行ってみてスズメバチの巣ではなかったとなった

ときに、どのタイミングで個人情報の廃棄をさせるのか。特記仕様書を見ていると、支払い

を受けた後、または甲の指示があったときということが書いてあるので、多分、この甲の指

示があったときにやると思うんですけれども、その場合、そういう指示はいつするのか。こ

の２点、お伺いします。 

  

区側  まず、１点目でございますけれども、当初、生活衛生課で相談を受けます。受けた段階で、

今後、委託事業者のほうかからご連絡を差し上げますという案内は、当然、させていただく

予定でございます。 

 それから、スズメバチの巣でなかったときは、やはり調査として動いてもらった場合には、

当然、一定の委託料が発生するというふうに考えてございます。ということは、駆除したと

きの委託料の単価と、調査して違った、調査だけの委託料といった整理の中で、月が終わっ

た段階で締めが来て、こちらから支払いさせていただく段階で、まとめて個人情報を処分し

ていただくと、そういう流れになります。 

 

会長  よろしいでしょうか。 

 

委員  多分、こうした場合、個人情報は作業依頼書で区が取得されて、業者は第三者になるかど

うか分からないですけれども。依頼書の中に個人情報の取扱いについてのあれがないみたい

ですけれども、個人情報の取扱いの同意というのはどのようにとるのか。 

 

区側  ご指摘、ありがとうございます。先ほどの委員のご質問にもあったかと思うんですけれど

も、この後は事業者の方に情報を提供しますといいますか、連絡を差し上げますというそこ

の過程の中では、当然、説明を想定していたんですけれども、区から事業者の方に依頼書を

出す様式の中に、そういった個人情報の提供をしますという記載をさせていただくことで対

応したいと思います。 

委員  個人が区に依頼を出すときに、区としては個人情報を受け取るわけですよね。そこについ

ての措置はされないわけですか。業者との間ではなくて、個人から取るときに、場合によっ

ては業者が第三者になる可能性もあるわけです。情報を第三者に提供する可能性もあるわけ

です。第三者といいますか業者に。その取扱いは、どのような認識でしょうか。 

 

区側  確認につきましては当然、依頼を受けた段階で、電話の内容、区民とのやり取りの中で確

認をさせていただく形になると思います。 

 

委員  では、文書の中で確認されるということですね。 

 

区側  はい。 

 

委員  はい、分かりました。 

 



 - 11 - 

会長  よろしいでしょうか。 

委員  １点。資料２－５の作業報告書なんですけども、次の案件のカラスと比較しまして、上か

ら３つ目の項目で、作業員氏名ということで業者の社員の方の名前が入ってしまっているん

です。これは、やはり個人情報になってしまうんですけれども、カラスのほうには作業員の

方に名前はないんです。何でこちらに入って、向こうは入っていないのか。もし要らないの

であれば、いたずらに個人情報は収集しないほうがいいのではないかと思うんですが、そこ

ら辺はいかがでしょうか。 

 

区側  ご指摘、ありがとうございます。今、実際の担当に確認をさせていただきまして、なくて

も支障はないということですので、省略というか、削除をさせていただければと思います。 

 

会長  では、よろしいでしょうか。 

 

委員  ちょっと聞き漏らしたかもしれないんですが、区民から電話で依頼を受けたときに、個人

情報を業者に提供しますよということに同意をいただくと思うんですけれども、それが電話

でのやり取りになることもあるわけじゃないですか。その場合に、この依頼書なりに個人情

報の提供に関して同意をもらったというチェック欄みたいなものを１つ作っておいたほう

が、後で言った、言わないとか、そんなことに同意した覚えはないというようなことになら

ない一つの策かなとも思うので、依頼書に依頼人からの個人情報提供について同意をもらっ

た欄を入れたらいいのではないかと思ったんですが、いかがでしょうか。 

 

区側  まさに、先ほども他の委員のほうからご指摘いただいた部分かと思います。当然、電話口

での確認と、依頼書上でもそういった内容のそごがないようにという形の書面を別紙２の方

に書かせていただいて、やり取りをしたいと考えてございます。 

 

委員  やり取りというのは。 

 

区側  要は、やり取りというか、同意をしっかりと取っているという内容を、こちらの書面に落

としていきたいと考えてございます。 

 

委員  分かりました。ありがとうございます。 

 

会長  では、よろしいでしょうか。 

 それでは、採決に移ります。賛成の方、挙手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

 

会長  反対の方、挙手をお願いいたします。 

 確認をお願いします。 

 

区側  賛成１６名、反対０名です。 

 

会長  それでは、全員賛成ということで、本件諮問については承認いたします。ありがとうござ

いました。 
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（３）カラスの巣の撤去等及び落下カラスの捕獲業務の外部委託に伴う個人情報の取扱いについて 

 

会長  次に、諮問事項（３）カラスの巣の撤去等及び落下カラスの捕獲業務の外部委託に伴う個

人情報の取扱いについて、区から説明をお願いいたします。 

 

区側 （資料により説明）（約５分） 

 

会長  ありがとうございました。 

 ただいまのご説明につきまして、ご質問、ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

 

委員  また様式で申し訳ないんですけれども、資料３－５の報告書なんですけれども。一番下な

んですけれども、スズメバチのほうは受託者という形で会社なんですけれども、こちらの記

入者氏名ということで個人になっているんです。個人情報になってしまう気がするので、受

託者でよければ受託者名のほうがいいと思うんですが。業務に必要があれば、これで構わな

いと思うんですけども、そこのところはいかがなんでしょうかということです。 

 

区側  先ほどご指摘いただいて、趣旨は十分理解させていただいておりますので、こちらも同様

の形で修正をさせていただきたいと考えてございます。 

 

会長  ほかの方は、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、採決に移ります。賛成の方、挙手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

 

会長  反対の方、挙手をお願いいたします。 

 確認、お願いします。 

 

区側  賛成１６名、反対０名です。 

 

会長  全員賛成ということで、本件諮問については承認いたします。ありがとうございました。 

 

（４）目黒区ＧＩＧＡスクール構想実現システム導入に伴うパブリッククラウドサービスの利用に係

る個人情報の取扱いについて 

 

会長  続きまして、諮問事項（４）目黒区ＧＩＧＡスクール構想実現システム導入に伴うパブリ

ッククラウドサービスの利用に係る個人情報の取扱いについて、区から説明をお願いいたし

ます。 

 

区側 （資料により説明）（約２１分） 

 

会長  ありがとうございました。 

 ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見がございましたら、お願いいたします。 

 

委員  私自身は、このＧＩＧＡスクール構想には反対です。要するに、教育というのは、人間性
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を培うということで、やはり基本は対面であるというふうに思いますから、こういったシス

テムを使う教育というのは補充的、一時的なものにすぎないという、そういうのが基本だと

思うんです。 

 そういうことを前提としてお話をちょっとしていきたいというふうに思うんですけれど

も、ここではクラウドサービスをする事業者と、それから子どもたちとか、教員とかの個人

情報のやり取りということが前提になっていると思うんですが、１人に１台の端末をみんな

に与えるということになると、意義がどういうところにあるかというと、もちろん子ども全

員が、不平等とかに関係なく平等に扱うことができるようになるという、そこは非常に重要

な点と思うんですね。それから、こうしたような端末を持つことによって、先ほどからもお

話が出ていますように、コロナ禍で長期にわたって休業があったときには、子どもの学習の

補充が行えるというそういう意味があると思うんです。 

 そこで出てくる問題はどういうことなのかというと、結局、教師と子どもとの関係だと思

うんです。子どものプライバシーとか、家庭のプライバシーとかを扱うクラウド業者、そこ

を通すかどうかは別として、そこも当然、個人情報保護の観点からは重要ですけれども、教

師自体がその情報をどういうふうに活用していくのか、そこが問われる点だと思うんです。 

 例えば、フランスなどでは、１人１台を基本としてもうやっていますけれど、コロナ禍に

おいて何が問題だったのかというと、子どもが学習できないという家庭をつかまえられる、

捕捉できるというか、子どもの状況を捕捉できるわけですね。コロナ禍のときにちゃんとつ

いてこられなかった子どもたちの学習の遅れを取り戻すために、例えば夏休み中とかに集め

て追いつかせるための勉強をする。 

 そういうわけで結局、１人に１台の端末を持たせて、こういうような休業せざるを得ない

ときに子どもたちに持ち帰らせて端末を扱わせることになると、そうした子どもたちのプラ

イバシーや、家庭のプライバシーを教師が捕捉、扱うというときに、どのような形でプライ

バシー保護をやっていくのかというところ、やはりそこのところが一番問われると思います。

そうした点も、この中でも、研修であるとか、どういうふうに扱うとか、人的な対策という

ようなことが書かれてありますけれども、そういう活用が広がれば広がるほど、プライバシ

ーの観点から守られていかなければいけないところとか、あるいは、せっかく持たせるわけ

ですから、持たせたときに活用を深めるためにはどういうような点を考えていかなければい

けないかとか。そういうような事柄について、現時点でお考えがあったらお聞かせいただき

たいというふうに思います。 

 

区側  ＧＩＧＡスクールで、１人１台端末ということですけれども、これによって対面による指

導がなくなるということは決してございません。やはり学校教育では対面による指導が基本

となる中で、より学習効果が得られるときにタブレット端末を積極的に活用していく。今現

在、教科書にＱＲコード等もついていますので、子どもたちが自分の教科書を見ながら、調

べたいときにＱＲコードにかざして、さらに詳しく調べられると、そういった活用が考えら

れます。ですので、対面も基本としながら、タブレットを効果的に活用して学習効果を高め

ていくと考えております。 

 持たせたときの子どもたちの対応という中では、情報モラル教育というのは大変重要だと

思いますので、情報モラル教育は引き続きしっかりやっていきたいということでございます。

また、休業時に、子どもたちに１台タブレットを持たせた家庭での学習ということは、今後、

十分に考えられるところではありますけれども、今回も、家庭に貸し出して十分に学習でき

なかったお子さんたちに、学校で補習教室等も実施しております。そういったタブレット端

末だけではできない補充的な学習というのは、これからも必要になってくると思っています。 



 - 14 - 

 家庭のプライバシーへの対応というところですけれども、これはタブレットに限らず、教

師は家庭のプライバシーに関する様々な情報を持っています。こちらの秘密を守る義務につ

きましては、教員に必ず持ってもらわなくてはいけないものですので、タブレット端末が入

った場合も含めて、家庭のプライバシーへの配慮というのはきちんとやっていくべきものだ

と思っております。 

 

会長  ほかの方。 

 

委員  やはり私もプライバシーに関してになるんですけれども、大きく３点あります。 

 １つ目が、資料４－３の下のほうにアプリのインストールというところがありました。こ

れに関しては、個人情報をどのように保護するかということに関して個別に書類でやり取り

をしていくのか。それとも、多分、そうだろうとは思うんですけれども、安全なものかどう

かを教育委員会の方で確認した上で、インストールするかどうかを決めるというふうな方向

なのか、こちらについて、１点目、伺いたいと思います。 

 ２点目なんですけれども、別紙１、ページでいうと資料４－６です。こちらを拝見すると、

過去に個人情報流出事件を起こした企業が出しているクラウドサービスがあります。もちろ

ん、流出しないようにいろいろなガイドラインがあるとは思うんですが、もし流出してしま

ったときにはどのように対処していくのか、こちらについて、２点目、伺いたいと思います。 

 ３点目なんですけれども、同じ資料４－６のところなんですけれども、それぞれ別個にア

カウント登録していかなければいけないところがあると思います。例えば、Officeであった

らマイクロソフトであろうと思いますし、そのほかにもグーグルですとか、アップルさんで

すとか、２つ目のところだったらベネッセであったり、ＮＴＴコミュニケーションズだった

りというところありますけれども、こういったアカウント登録が必要なところというのは、

プロポーザル契約の、何といいますか、契約をする会社から再委託という形でそれぞれと契

約を結んでいるのか、それとも個別にそれぞれの企業と契約する形になるのか、こちらにつ

いてお願いいたします。 

 

区側  インストールの部分に関してなんですけれども、今、利用を予定しているクラウドサービ

スの一覧をご覧いただきますと、これ以外にもですね、今後、様々なアプリで、例えば動画

を撮って、それをスローで再生して、それをよく見たらこういう動きができるとか、いろい

ろな学びにつながる可能性があるアプリがあると思います。こちらに関しましては例えば、

学校の方からそういった要望が出てくるという形に関しましては、そのデータはどこに保存

されているかを確認させていただいて、それがクラウドサービスの事業者ということであれ

ば、そこのサーバの安全性をは確認させていただいて、その事業者が第三者認証をしっかり

取っているかを、もう一回、我々のほうで確認させていただく。実際は、恐らく営業担当者

というのが窓口にそれぞれおりますので、文部科学省が規定しているガイドラインに準拠し

ているか、遵守しているかを確認しまして、第三者認証は何を取っているかを確認させてい

ただいて、インストールの方を決定していくというところでございます。 

 また、クラウドサービスで情報漏えい等があった場合に関してなんですけれども、こちら

の方に関しましてはそういったことがない事業者をまず選定していくことが第一義的なこと

ですが、もし、そういった状況が起こりましたら、速やかにまず利用の停止を行うものでご

ざいます。その際にですね、どういった事業継続計画といいますか、事業者側にどういう改

善の方針があるかそういったものを求めてまいりまして、そういったものが国が求めている

そちらのガイドラインの遵守に至らないという場合には、利用の継続は行わないという判断
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もあり得るかと思ってございます。 

 アカウントの登録なんですけれども、原則的にはそれぞれの、マイクロソフトＯＳですと

か、そういった使用するサービスごとにアカウントを取っていくという形になると思います

けれども、こちらはそれぞれの子どもたちがなかなかそれを自分で全部管理できるかという

と、できないところもあるので、例えばシングルサインオンという技術で、１回、入ると、

グーグルも、マイクロソフトも全部一回で使えるよみたいなものを入れていく必要性もある

と考えておりますが、初期設定の段階では、一度、入れていただく必要性があるのかもしれ

ません。そちらは個人情報を含まないので、事業者に委託することも考えているものでござ

います。 

 

委員  今、ご説明ありましたけれども、この資料４－７、これはあくまでも文部科学省のガイド

ラインを示ししておりますけれども、先ほどありました特記仕様書みたいな、情報が漏れた

場合の損害はどういうふうに補塡するのかというものはないのでしょうか。あくまで今日は

ガイドラインで示されておりますけれども、もしあればそれをちょっと提示してもらいたい

と思います。情報が漏れた場合の対応についての仕様書みたいな、これはどういうふうにな

っているか、ちょっと教えていただけると助かります。 

 

区側  こちらに関しましては、やはりちょっと世界的な、クラウドサービスは世界的なものなの

で、なかなかその例えばアップルさんとか、グーグルさんとか個別にそういった取引を、取

決めをすることはできないという形でございます。ただし、特記仕様書に関しましては委託

事業者と取り交わすものでございますが、あくまで向こうが提示しているサービスを、我々

がこのサービスの確認事項に準拠した、遵守したサービスを利用するという形でございます

ので、例えばそういった事故、事象が起こった場合には、クラウド事業者、例えばグーグル

ですとか、アップルですとかがどういう対応を取るかを我々のほうで注視させていただいて、

もちろんこちらのほうに書かせていただいておりますが、例えばそういった漏えいが起こっ

た場合には、我々のほうとしてデータを削除するということもできます。例えば海外の事業

者ですと、再委託があったり、買収があったり、そういうことも起こり得るんですけれども、

そういうところに関しましては基本的には同様の義務を買収先に課すようです。そういった

ことがちゃんと、事業者側のプライバシーですとか、個人情報のセキュリティポリシーとか、

ポリシーに書かれておりますので、そこのポリシーを信用するということが原則というとこ

ろでございます。 

 

委員  ということは、仕様書みたいに対契約を結ぶわけではなくて、向こうがセキュリティポリ

シーというものを世界的に形づくっているので、それを受諾するといいますか、それに応じ

た、一方通行とは言わないけれども、そういう意味の契約だという理解で法律的にはいいわ

けですか。 

 

区側  おっしゃるとおりです。特に、G Suite for Education、グーグルがやっているものですと

か、アップルがやっているものですとか、そういったものに関しては、例えばアップルに関

しては、端末を購入といいますか、リースで契約するんですけれども、利用を開始するとい

うことで契約行為が結ばれているという形でございます。ただし例えば、ちょっと導入する

か分かりませんけれども、クラウドサービスの一覧でございます、例えばまなびぽけっとで

すとか、ミライシードとか、こういったものは日本の事業者がクラウドサービスとして提供

しているものでございますのでそちらに関しましては、こちらは契約というよりは、そうい
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った利用の条件が示されて、我々がそちらの利用条件を受託するといいますか、そういった

形になるかと思いますけれども、国内事業者でありますので、例えばそういったときはどう

いうふうな対応、個人情報の漏えいとかが起こったときにはどういう対応ができるのかは個

別に確認して、我々として書面で補足することはできると考えています。そこはちょっと契

約関係に当たりますので、その辺はどういった契約になるかというのは、その辺の観点も含

めて契約してまいりたいと思っております。 

 

委員  １人１台ということで、例えば文教・子ども委員会のほうで、タブレットを使用したとき

に、Ｚｏｏｍなどで家の中が映ってしまうということで、それを保護者の方から同意を得る

というようなことで使用していくというような内容があったかと思うんですけれども、これ

がもし家の中が映されるのが嫌だというような、保護者の同意が得られない場合の対応とい

うのは、どういうふうにお考えなのかどうかということが１点。 

 あと、１人１台端末ということなので、資料４－４の一番上のイ、利用者認証なんですけ

れども、数字の認証よりも、生体認証、指紋とか虹彩などのほうが、より簡単でセキュリテ

ィが高いかと思うんですけれども、こういったものを導入していく予定があるかどうかお伺

いいたします。 

 

区側  Ｚｏｏｍ等の利用承認、認証といいますか、相手方の了解なんですけれども、先ほど書か

せていただいたとおり、この端末を保護者様のほうに、児童生徒に貸与する場合に関しまし

ては、個人情報の利用の受託といいますか、同意を得ることとしております。例えば、背景

とかは撮りたくないよということがありましたら、その際は、先ほどから議論が出ておりま

すけれども、必ずしもＩＣＴを活用しなくても、対面ですとか、電話ですとか、そういった

ことで補足はできると思っております。そういった、もし、ご家族の、例えば家庭の背景と

か、そういったものはちょっと難しいねということでありましたら、その他の手段、対面で

すとか、電話で対応させていただきたいと考えているものでございます。 

 また、今はパスコードによる認証ということで、生体認証のほうが安全性は高いのではな

いかというところなんですけれどもそのご質疑に関しましては、生体認証のほうがセキュリ

ティ面では高い部分はございます。ただし、今回は、まず学習で利用するということで、学

校で利用すると、やはりすぐみんなが使えなければいけないという状況がございまして、例

えば、けがをしてしまって認証ができないですよとか、例えば他区でいいますと、フェース

ＩＤをやっていたがために、マスクだからフェースＩＤが使えないよですとか。あと、子ど

もたちは成長が早いので、例えば指紋が成長によって変わってしまったりですとか、やはり

そういうことも一部見受けられることがございます。あと、生体認証をしたとしても、パス

コードの入力も絶対必要になってまいりますので、情報の利活用の考え方と学校現場の運用

を考えまして、今回はバランスを取ってパスコードの設定という形を考えたものでございま

す。 

 

会長  よろしいですか。先ほど挙手されていたようなので。 

 

委員 

 

 今の委員のご意見と同じだったんですけれども、自宅での授業だとか、今後、どうなるか

分かりませんけれども、やはり自宅の背景が映るとか、これは個人情報でもあるので、誰々

君ちはどうだとか、うちはこうだとか、そんなに知られたくないという方はいらっしゃると

思います。だから、できるだけ個人情報はとらないほうがいい。ましてや、全員で授業をｉ

Ｐａｄとかでやりますと、順位がばーっと出ますから、第１位はあれだとなる可能性も非常
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に高いので、これは結構ご留意されたほうがいいと思います。できれば今ｉＰａｄを使われ

るということなので、最新のｉＰａｄだとＣＰＵを結構そろえているんで、Ｚｏｏｍを使っ

たら背景画は設定できると思いますので、基本的には家の中は映さないと、全員が同じ背景

画にする。古いｉＰａｄはできないと思うんですけれども、できなかったら業者と打ち合わ

せしてですね、そういう仕組みにされたほうが、生徒としても、保護者も、あまり家の中は

見られたくない。子ども部屋があって、地下室とかあったらいいでしょうけれども、ないと

ころもあるかと思うので、個人情報ではないとしても、やはりそういう情報はちょっと注意

されたほうがいいと思いました。 

 

区側  今、委員おっしゃっているとおりで、Ｚｏｏｍに関してはそういった設定ができるもので

ございますが、ほかのサービスを使うとそういう設定ができない場合もございます。そちら

の方に関しましては、今、委員ご指摘の点に留意しながら、どういう工夫ができるかを考え

て、不必要な個人情報といいますか、ご家庭の状況というのを把握しないように努めたいと

考えているものでございます。 

 

委員  ２点なんですけれども。保護者からの同意を得るということなんですが、いろいろな価値

観の多様の中で、子どもにそういったものを学校で使わせるのは嫌だと、同意ができないと

いう場合には、学校としてどのように対応するのかということが１点と。 

 資料４－４、情報端末の利用者認証なんですけれども、パスコードを規定回数誤って入力

した場合は情報端末はロックするとあるんですが、低学年のお子さんなどの場合に、結構、

簡単にロックがかかってしまうような状況が最初の頃はあるのではないかというときに、こ

のロックの解除は誰がどうやるのか。その場でロックが解除できないと授業に参加できない

というような状況があるのは、ちょっと好ましくないのではないかと思うので、その２点を

お聞かせください。 

 

区側  １点目、もし保護者の方がうちの子には使わせないという件でございますけれども、こち

らにつきましては、今までも学校ではパソコンを使っての学習は進めているということも丁

寧にご説明をしながら、１人１台端末の予算などについても含めて保護者に丁寧に説明して

いく。それでも、どうしてもうちの子には持たせたくないという場合がもしあったならば、

個別に対応をしていくしかないかと思います。個別に対応したとしても、一斉授業の中では

全体の中で対面での指導は可能になりますので、そういった対応になるかと思われます。 

 

区側  ２点目なんですけれども、特に低学年ではパスコードがロックされるということは容易に

想定されます。こちらの方なんですけれども、先ほど権限をそれぞれに付与するということ

で、教員にロックを解除する権限を与えたいと思ってございます。子どもたちのほうから、

先生、ロックされちゃったよということであれば、簡易的に解除できないと授業に支障がご

ざいますので、そういった権限も教員には与えたいと考えているものでございます。 

 

委員  １人１台端末を持つと、やはり長所、短所はいろいろあると思うんですけれども、経済的

な事情でこうした端末を持てないお子様にもちゃんと１台確保できれば、家での学習ができ

るという意味では、とても公平な機会になるのではないかなと思ってリスペクトしています。 

 １つお伺いしたいのは、例えば資料４－３の３の（２）のウ、保護者に対して協力を要請

すると。これは、どなたが要請されるのかということが１点。それから、資料４－４のカ、

フィルタリングの実施、動画等の投稿を制限すると。どういったものを制限して、例えば先
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ほどアプリのインストールに関しては、適切なものに制限していくというお話だったんです

けれども、どなたの責任においてそういうことをなさっていくのか、主語がどこにあるのか

ということをお伺いしたいということです。 

 それから、最後なんですけれども、先ほどプライバシーの話がいろいろ出てるんですけれ

ども、実は私が一番懸念しているのはこの位置情報です。端末を紛失したとき、位置情報は

オンにしておかないと探せないから、多分、位置情報は個人情報として取り扱うものの中に

入っているのではないかと思うんですけれども、どこに行って、何をしているかということ

も、ちょっとプライバシーにひっかかってくるとおっしゃる親御さんもいるのではないかと

思っております。このことを含めて、この個人情報をどのくらいの期間、保管しているもの

なのか、この個人情報を何かのときに公開する可能性はあるのかということが一つあります。

例えば、この端末を持っているお子さんが犯罪か何かに巻き込まれてしまったときに、どこ

にいたのか。位置情報を確認できれば、たどり着けることもあるかもしれないと思ったとき

に、どこまで情報は開示されるべきものなのかということも、ちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

区側  ちょっと前後してしまうかもしれないですけれども、フィルタリングのところの動画の投

稿なんですけれども、原則的には動画投稿ですとか、ＳＮＳの書き込みですとか、メール等

の機能もあるんですけれども、そういった外部につながるものは制限を行って、一切させな

いという状況で考えているものでございます。 

 また、位置情報についてなんですけれども、こちらの位置情報に関しましては基本的に端

末の位置情報ということで、どの子が、どう端末を使っているかというのは、基本的に我々

管理者は分からない、学校では分かるという形になるんですけれども。そういった位置情報

ですとか、それを含むその他の情報の開示につきましては、やはり法令ですとか、そういっ

たものの法的根拠がない限り、原則的には開示されないというものでございます。 

 

区側  １点目の保護者への要請ですけれども、これは教育委員会から学校を通して行うものです。

学校を通してというのは、紙面上であったり、また保護者会等の機会を通して保護者に丁寧

に説明していくと、そういうものでございます。 

 

区側  あと、情報の保存期間ですけれども、これはちょっと情報の種類によってしまうと思うの

で、恐らく端末の位置情報とかは比較的すぐ消えてしまうといいますか、その端末が移動す

るごとに履歴はなくなってしまうと思います。例えば、学習の履歴とか、そういったものに

関しましては、今後ちょっと国のほうからも、今後、学習履歴をうまく利用して高校、大学

につなげていこうという考え方もありますので、ちょっと我々の方で今例えば卒業した６年

生の子の情報を何年たったら削除するかということはちょっとまだ検討していないといいま

すか、今後、検討していく材料かなと考えております。ただ、個人情報に関しましては基本

的に消さなければいけない重要なものだと思いますので、適切な期間、保管をして、情報に

関しましては申し入れることによって消すことが可能でございますので、不要な情報に関し

ては削除していくというものものでございます。 

 

委員  今の時点で結構なんですけれども、適切な期間、保存しておいて削除していくというのは、

どなたが判断されていくものではないかとお考えになるか、お聞かせいただけますでしょう

か。 
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区側  どれぐらいの保存年限が望ましいですとか、国が一定の方針を出すと思います。そちらの

ほうを参考にさせていただきまして、教育委員会として判断してまいりたいと考えていると

ころでございます。 

 

委員  今のお話で、ちょっと基本的なところで気になったんですが、私のイメージでは、端末と

いうのは同じものをずっとその子が１年から６年まで使うのではなくて、配られるパソコン

は別々ですよね。その時々によって違ってくるのではないんですか。持っているＩＤとか、

パスワードとか、そういうものだけが変わって、機械は一生同じというか、１年生で与えら

れたものを６年まで使うというイメージではないかどうか。それとも、授業ごとに違ったも

のを配るのか。ちょっとそこのところが分からなくなってしまったので、ちょっとお聞かせ

いただきたいんですが。 

 

区側  端末に関しましては、１人に１台、貸与するものでございまして、その子がどの授業であ

っても、同じ端末を使用するという形でございます。申し訳ありません。 

 

委員  はい、分かりました。 

 

会長  どうぞ。 

 

委員  それは、入学から卒業までとか、今、高校、大学にまでつながるようなものとちょっとお

っしゃったので気になったんですけれども、例えば１年間、３年生のときにはこれを使うけ

れども、学年が変わったら端末は変わるとか、その期間というのはどういうふうにお考えな

んでしょうか。 

 

区側  期間ですけれども、今回、５年間のリースという形になってございます。先ほどお伝えし

た、例えば高校とか、大学とかでデータ自体、クラウド上に格納したデータは利用される可

能性があるとは考えてございますが、端末に関しましては、５年間のリース期間ですので、

例えば１年生は入学のときにもらい、５年生まではその端末を使っていただきます。６年目

になりますと新しい端末が参りましてその端末を使ってインターネットを使ったクラウドサ

ービス自体は変わりませんので、端末は５年間という形で考えてございます。例えば、卒業

しますよね、例えば今、今年度中に配備を予定していますので、５年生とか６年生に関して

はすぐ卒業してしまいますので、その子の端末は、１回、我々のほうでお預かりして、適切

なクリーニング、初期設定を再度設定し直して新入生にお配りするという形で考えてござい

ます。 

 

委員  それは分かりました。 

 長期間、データをサーバに保存して、それは個人名のついたというか、個人情報としての

データなのか、それとも学力全般を測るとか、そういう資料的なデータなのか、どういう意

味ですか。 

 

区側  学習履歴とかの利用方法については、国が今後そういった考え方を持っているという状況

なので、基本的には今の段階では、各個人が作成した課題とか、作品ですとか、そういった

ものが個人単位で残っていくというものでございます。例えば、今後、いろいろな利活用が
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進めば、共通した学習履歴が残っていくようなものが全国で一斉に導入されて、それをみん

なが使って、それが残っていくという形で資料として捉える可能性もありますけれども、今

現在の段階ではそういったところに至っていないという状況でございます。 

 

会長  皆様、よろしいでしょうか。 

 それでは、採決に移ります。賛成の方、挙手をお願いいたします。 

（賛成者挙手） 

 

会長  反対の方、挙手をお願いいたします。 

 確認をお願いします。 

 

区側  賛成１６名、反対０名です。 

 

会長  それでは、賛成が全員ということで、本件諮問については承認いたします。 

 

３ その他 

 

会長  以上で、本日の諮問事項を全て終了いたしました。事務局から、連絡事項などございます

でしょうか。 

 

区側  連絡事項がございます。本日の会議録につきましては、後日、事務局でまとめたものを案

としまして出席者の方にお送りいたします。届きましたら、内容の確認をお願いいたします。 

 次回の審議会ですが、１２月４日の月曜日、午後２時から開催の予定です。 

 最後になりましたけれども、第１６期の当審議会の委員の方の任期につきましては令和２

年１０月３１日をもちまして満了となります。会長をはじめ、委員の皆様方におかれまして

は、貴重なご意見、ご指導を賜りました。改めてお礼を申し上げます。ありがとうございま

した。今後とも、情報公開・個人情報保護制度につきまして、ご意見をいただければ幸いに

存じます。お疲れさまでした。 

 

委員  すみません。次回の日程なんですけども、１２月４日ですか。前、７日と言っていたよう

な気がしたんですが。 

 

区側  失礼いたしました。１２月７日が正しいです。 

 

委員  はい、分かりました。 

 

委員  場所は一緒ですか。 

 

区側  場所は同じです。 

 

会長  皆様、２年間どうもありがとうございました。特に、今年度はコロナウイルスの関係で非

常にやりづらかったかと思います。まだ先が見えないところでございますが、引き続き委員

をお務めいただける方は今後ともよろしくお願いいたします。これで終了される方は、今ま

で本当にどうもありがとうございました。 
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 以上をもちまして閉会とさせていただきます。若干、時間をオーバーしてしまい、申し訳

ありませんでした。 

 

以   上 


